
   

 

2026 年 9 月 17 日 

報道機関 各位 

歯科衛生士育成のための AI アバターを開発 

患者・医師の 2 種類のアバターで医療面接を自己学習化 

～学生から新人歯科衛生士、海外人材育成まで幅広く活用～ 

 

一般社団法人保健医療ネットワーク、日本大学歯学部（保存修復学講座・付属歯科病院総合診療科、附属歯科

衛生専門学校）、新宿医療専門学校、北斗文化学園は、歯科衛生士育成を革新する AI アバター「Avia Dental」

を共同開発し、教育現場への導入を開始しました。 

日本国内および海外の教育機関で試験利用を開始し、150 名以上の学生が AI アバター学習を体験しています。 

「Avia Dental」は、患者アバターとの問診・医療面接から、医師アバターへの専門用語を用いた報告、指示

受けまでを一連で学習できる自己学習型の訓練環境を提供します。 

これにより、学生や新人歯科衛生士が、現場で求められる情報収集力・伝達力・対人対応力を段階的に習得で

き、国家試験対策にも活用可能となります。 

 

 
 

 

 

【本プロジェクトの目的】 

AI アバターアプリを用いて、歯科衛生士養成における医療面接・報告訓練の自律学習モデルを構築し、臨床実

践力の向上を体系的に支援することを目的としています。

<患者 AI アバターと医師 AI アバターとのロールプレイ> 

 



   

 

【取り組みの背景】 

これまで歯科衛生士の育成現場（医療面接ロールプレイ）では、医療面接や患者対応の訓練において模擬患

者の確保や指導講師の確保が課題となってきました。また、歯科クリニックに就職した新人歯科衛生士は、

忙しい診療現場の中で十分な訓練機会を得られず、実践スキルの習得が難しいケースもあります。こうした

状況を踏まえ、本共同開発では AI アバターを活用し、学生から新人歯科衛生士、さらに海外の専門学生を含

む幅広い学習者が、時間や場所の制約を受けにくい形で反復学習できる環境づくりを進めています。 

※ベトナム、ミャンマーの専門学校にもサービス提供を見込む 

 

【Avia Dental の特長】 

1. AI アバター「Avia Dental」による自己学習型トレーニング 

Avia Dental を活用することで、歯科衛生士の学生は模擬患者を必要とせず、自己学習として医療面接の学

習と訓練を進めることができます。加えて、歯科クリニックに就職した新人歯科衛生士にとっても、業務の

合間に反復練習できる学習環境となり、現場で必要な実践スキルの習得を後押しします。 

 

2. リアルな診療現場を再現する 2 種類のアバター 

Avia Dental は「患者」と「医師」の 2 種類を用意しています。 

学習者はまず患者アバターに対して問診・医療面接を行い、その後に面接内容を医師アバターへ専門用語に

置き換えて報告し、さらに医師から次の指示を受けるシミュレーション会話を実施できます。このロールプ

レイにより、実際の診療現場に近い形で対人スキルと報告・連携スキルを鍛えることが可能です。 

  



   

 

3. 国家試験対策や国内外の人材育成への展開 

Avia Dental は、歯科衛生士国家試験対策としての活用も期待されています。想定利用者は、国内外で歯科

衛生士を目指す学生に加え、歯科医療現場で働く歯科衛生士です。今後は教育機関や臨床現場での活用を通

じて、継続的なスキル向上と人材定着の支援につなげていきます。 

 

【Avia Dental 機能紹介】 

より詳細な機能紹介は、下記のサービス紹介 Web サイトでご確認いただけます。 

https://avia-dental.com 

 

 

【今後の展望】 

今後も実証を重ねながら AI アバターの精度向上に取り組みます。そして、海外専門学生を含む医療人材育成

への活用を拡大してまいります。これらの取り組みを通じ、歯科衛生士不足という社会的課題の解決に貢献す

ることを目指しております。 

本プロジェクトにご関心いただける教育機関・関係者の皆様からのご連絡をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学会の出展予定】 

2026 年 11 月 21 日（土）・22 日（日）開催の第 17 回 日本歯科衛生教育学会 総会・学術大会にて、

開発中の歯科衛生士教育向け AI アバターのデモ展示を行います。新しい学習体験の可能性をぜひ会場で

ご確認ください。参加登録・学会の詳細 URL  https://jsdhe.net/17 

<歯科衛生士向け AI アバターの活用先> 

https://avia-dental.com/?utm_source=copilot.com
https://jsdhe.net/17/


   

 

 

【プロジェクト関係者】 

一般社団法人保健医療ネットワーク  https://giahn.or.jp 

一般社団法人保健医療ネットワークは、保健・医療分野における教育や連携の推進を通じて、現場に 

求められる人材育成と地域医療への貢献を目指しています。臨床教育の知見を活用して設計を行います。 

 

 

 

 

 

日本大学歯学部 https://www.dent.nihon-u.ac.jp 

日本大学歯学部は、先進的な臨床実習と体系的教育を通じて、高度な専門性と実践力を備えた 

歯科医療専門職の育成に取り組んでいます。 

 

日本大学歯学部保存修復学講座 

保存修復学講座は、最新の低侵襲治療と精密修復技術を基盤に、臨床能力と問題解決力を高める教育・研究

を展開しています。本共同開発では、歯学の卒前教育の視点でプログラム構成を検証しています。 

 

日本大学歯学部付属歯科病院総合診療科 

総合診療科は、豊富な症例経験と指導体制を通じて、臨床判断力・技術力を段階的に高める実践的 

研修プログラムを提供しています。本共同開発では、臨床症例モデルの構築に協力しています。 

 

日本大学歯学部附属歯科衛生専門学校 

日本大学歯学部付属歯科衛生専門学校は、歯科衛生士の専門教育を担う教育機関として、基礎から実践まで

幅広い学習機会を提供しています。本共同開発では、教育現場の知見を生かした監修に協力しています。 

 

 

 

 

 

 

https://giahn.or.jp/
https://www.dent.nihon-u.ac.jp/


   

 

学校法人 小倉学園 新宿医療専門学校 https://www.ssjs.ac.jp 

新宿医療専門学校は、医療現場で活躍できる人材育成を重視し、実践的な教育と温かな指導体制

で、高い専門性を備えた歯科衛生士を育成する教育機関です。開発した AI アバターを授業の中で 

利用し、改善点のフィードバックを行う環境の提供に協力しています。 

 

 

 

学校法人 北斗文化学園  https://hokuto-bunka.ac.jp 

北斗文化学園は、地域に根ざした実践教育を重視し、医療・福祉・保育分野で即戦力となる人材を育成する

総合学園です。本共同開発では海外人材を含む歯科衛生士育成の実装と展開に向けた連携を進めています。 

 

 

 

その他 

技術面では、株式会社リクルート（データテクノロジーラボ部）および KDDI 株式会社（地域共創推進部）

の技術協力を得て開発を推進して参りました。 

両社の技術支援に深く感謝申し上げます。 

 

 

   

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

一般社団法人保健医療ネットワーク 研究代表者 村山良介 

Email：murayama.ryosuke01@gmail.com 

 

https://www.ssjs.ac.jp/
https://hokuto-bunka.ac.jp/
https://www.recruit.co.jp/
https://www.kddi.com/
https://www.kddi.com/

